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大阪物療大学　学長
　田中　博司

皆様ごきげんよう。学長の田中博司です。
うれしいことを 3 つと少しがっかりする事についてお知らせ

致します。
1 つめは、平成 27 年 2 月 17 日付で “ 大学等設置に係る寄附

行為認可後の財政状況及び施設等整備状況調査（平成 26 年度）
の結果について（通知）” が文部科学省高等教育局より伝達された

ことです。内容は〔是正意見〕・特になし。という最高の評価を頂きま
した。大学 4 年間 認可時の設置計画を確実に履行すると共に、健全な学

校法人経営に努めてきた証でございます。
2 つめは、3 月 20 日に大学として初の卒業生 学士（診療放射線）が全国で初めて誕生し、4

月よりそれぞれの希望の職場で診療放射線技師として活躍していることです。
3 つめは、4 月1日に 5 期生 83 名が入学したことです。
最後に3月30日の国家試験の発表は期待に添えない結果になり、その責任をとるかのように、

今まで教鞭をとってお世話になった先生方が 9 名退職されました。それに代わり、4 月1日より
新しい 9 名の先生方をお迎えできました。今後各先生方のご活躍を期待します。

新たな気持ちで新しいカリキュラムと新任教員によりこれまでの失敗を糧として取り組んで
いきたいと思います。
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入　学　式

平成 27 年度大阪物療大学入学式を
4 月 1 日堺市西文化会館（ウエスティ）
にて挙行し、本年度新入生 83 名を迎
えました。真新しいスーツに身を包
み、少し緊張した面持ちながらも、新
しい仲間との出会いに笑顔を見せる
新入生達の姿は大変印象的でした。

学長より、本学の建学
の精神「之科學為國報
修」（これかがくをくにに
むくいるためにおさむ）
に込められた思いが語

られ、共に学ぶ仲間と切
磋琢磨しながら有意義な
大学生活にしてほしいと
のメッセージが新入生に
送られました。新入生は

これから進む「医療人人生」の

2015年度
出身高校都道府県別
在学者数状況

在学者数全体
347人（うち女子105人）
（その他、高卒認定等2名を含む）

クラス別集合写真

クラス別集合写真

新入生宣誓

表彰者

左から、西村 幸佐久、西井 萌、西口 尭甫、西村 真由子、
國富 大賀、桐山 拓也

第一歩を踏み出したことを実感され
たことと思います。また、ご来賓を代
表して大阪府議会議員の釜中優次様
からも温かいお言葉を頂戴しました。
ありがとうございます。

入学式後の大阪物療大学奨励賞
表彰式においては、優秀な成績
等を修めた 8 名の在学生
が表彰されました。さら
に、保護者懇談会にお
いては、本学教員との
交流等を通じて、アッ
トホームな環境の中で一
人一人と向き合う大阪物
療大学ならではの魅力を
保護者の皆様に感じて
いただけたのではないで
しょうか。
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総務課
（総務・経理・渉外）
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大学事務局
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市民公開講座
自分の身体は自分で守りましょう

第 9回のテーマは、
自分の身体は自分で守りましょう
〜誤嚥（嚥下障害）を防ぐには〜

平成 27 年 5 月 24 日（日）本学 4 号館アリー
ナにて、堺市後援のもと第 9 回市民公開講座を
開催致しました。『自分の身体は自分で守りま
しょう』～誤嚥（嚥下障害）を防ぐには～という
テーマを取り上げ、過去最多の 121 名の方にご
来場頂きました。前半は「嚥下障害の成り立ち」、

「嚥下障害のレントゲン写真」にて嚥下障害がな
ぜ起こってしまうのか、どのような仕組で起こっ
ているのか、について本学田中学長、教員の野
口による講演があり、参加者の方は大変熱心に
聞いておられました。後半は「嚥下障害を防ぐ
ための体操」にて本学教員の髙井より効果的な
体操が実施され、参加者は積極的に体を動かし
ていました。その後の質問タイムでは講演終了
後に至るまで参加者の方は熱心に疑問が解決
するまで講演者の先生方に質問を投げかけてい
ました。参加者の方に実施させて頂きましたア
ンケートでも、「末永く講義に参加したい」や「内
容が市民目線で理解しやすい」など多くの方に
好評頂きまして、今後の市民公開講座への期待
感を感じることができました。大変充実した講
座となりました。

講演内容
「嚥下障害の成り立ち」

学長　田中 博司
「嚥下障害のレントゲン写真」

講師　野口 敦司
「嚥下障害を防ぐための体操」

教授　髙井 逸史

事務組織が
大きく変わりました。
各課の役割について、簡単に紹介します。

総務課
・式典および諸行事に関すること
・予算の編成、執行等管理に関すること
・広報活動等の企画に関すること　　　など

入試課
・入学試験実施に関すること
・情報処理およびネットワークに関すること
・大学のホームページに関すること　　など

学生課
・学費、奨学金に関すること
・就職、進路相談に関すること
・学園祭に関すること　　　　　　　　など

施設課
・施設の環境整備と保全に関すること
・備品等財産管理に関すること
・図書資料の収書、購入に関すること　など
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バーベキュー

皆で食事

部活動等紹介

教員より講義

発表会

グループ討論会
展望台ロビー

入学式が終わり2日後の4月3日（金）～4日（土）、「基礎ゼ
ミナール」新入生一泊研修を羽衣青少年センターにて実施しま
した。
研修のテーマは「ふれ合い、自覚する」。自ら能動的に「人」と

ふれ合い、ふれ合うことで「人」から多くのことを学び、ひとりの
社会「人」、医療「人」としての自覚を養うことを目的としました。
研修初日は、堺市役所21階にある展望台ロビーに行き、「堺

市を知る」をテーマに堺市の景観を眺める研修を計画していまし
た。ところがあいにくの空模様で、ほとんど何も見えない状況で
したが、奇跡的にもあべのハルカスだけはよく見えました。続い
て、羽衣青少年センターに向かい、クラス別に分かれグループ討
論会を行いました。はじめは全体的に遠慮気味だった学生達です
が、次第に会話は生まれ、発表会ではテーマに沿った意見が活発
に交わされていました。「人」とふれ合い、「人」としての自覚が芽
生えたかと思います。

研修二日目は朝から快晴に恵まれ、「医療系大学生
としての自覚と規範について」をテーマに本学教員よ
り講義が行われました。医療「人」を志すことは、患者
という「人」に向き合い寄り添うことを意味し、「自覚」
を持って勉学に励んでほしいというお話がありまし
た。研修の最後は最もチームワークが要求されるバー
ベキュー活動。各班とも互いに協力し合い、和やかな
時間を過ごしていました。今年の新入生は本学の5期
生であり、一泊研修も5回目の実施でしたが、学生か
らは「交流が深まった」、「大学生生活への不安が軽減
した」などの声が聞かれ、大変有意義な研修となった
ようでした。

一泊研修
1年次生は入学後すぐ、親睦を深め

に行ってきました。



06

スポーツフ
ェスティバ

ル

平成 27 年 6 月 2 日、大阪府立臨
海スポーツセンターで大阪物療大学
スポーツフェスティバルが開催され
ました。学年別にチームが編成され、
障害物競争、フットサル、バレーボー
ル、バスケットボール、綱引きの 5 種
目の競技が行われました。白熱した試
合展開は大いに盛り上がりを見せ、E
チーム（2 年次生）が優勝しました。身
体を動かす楽しさ、気持ちの良さ、学
生たちや教職員の明るい雰囲気や笑
顔、それぞれがスポーツを通した交流
の面白さを感じているようでした。中
には、学生達の様子を見て身体が疼
いたのか、フットサルやバレーボール
に教職員が（半ば強引に）参加させて
もらっている場面もありました。また、

「楽しかった」と話していた学生たち

が、閉会式後も残って体育館内の清
掃活動に参加している姿は、見ていて
とても眩しかったです。

スポフェスの計画・立案をする自
治会の学生たちは当日の運営まで積
極的に携わることで、大変充実した学
生生活を送っているようでした。

学生たちの、授業では中々見せる
ことのない顔や、意外な一面を沢山発
見することができ、普段の授業では教
わることのない、また教科書には載っ
ていないことを多く学べたのではない
かと思います。スポーツを通して、学
生同士だけでなく、学生と教職員との
間においても絆がさらに深まり、大阪
物療大学で一生の宝物になる「人との
つながり」を大切に築いていってほし
いものです。
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大阪物療大学同窓会発足退職された先生方

2011 年 4 月 1 日に大学が開学し、この時入学した 1 年
次生 66 名が 2015 年 3 月 20 日に 1 期生として本学を卒業
しました。

2015 年 4 月から病院の臨床現場で診療放射線技師とし
てスタートしている本学卒業生は、建学の精神「之科学為
報國修」に基づき、大学で学んだ診療放射線技術を社会に
貢献し活躍することが期待されます。

1 期生は、今後卒業する後輩と共に、相互の情報共有を
図り、本学発展のために大阪物療大学同窓会を発足しまし
た。その主な活動内容は、会員の情報管理・保管の実施及
び、大学と在学生に対する後援、研修会・研究会等の開催
としています。

大阪物療大学保健医療学部 2015年度入試実施結果

2016年度 入試概要

① 募集学部／学科
　保健医療学部／診療放射線技術学科
② 定員―――――――― 80名（男・女）　　　
③ 修業年限――――― 4年
　　※診療放射線技師国家試験の受験資格が得られます。

④ 募集人員

⑤ 入試日程・選抜方法等（2016年1月～ 2016年3月）

※募集人員は予定。
※2016年度入学試験では大学入試センター試験利用入学試験は行いません。
※状況により、社会人入試の試験日に一般入試（3次）を行う場合があります。実施の有無並びに出願期間等
　につきましては、本学ホームページに掲載いたします。ただし、筆記試験科目は社会人入試に準じます。

入試区分 推薦入試 一般入試 社会人入試

募集人員 35名 43名 2名

お問い合わせは、入試課まで　TEL：072︲260︲0096　E-mail：nyushi@butsuryo.ac.jp

選考
区分 試験日 募集

人員
出願期間
（郵送必着）

合格
発表

手続
期間 試験場

推薦入試 11/8（日） 35 10/26（月）～ 11/5（木） 11/11（水）11/25（水）

本学
（1号館
もしくは
4号館）

一般入試
前期日程 1/24（日） 35 1/12（火）～ 1/19（火） 1/27（水）2/12（金）

後期日程 2/28（日） 8 2/18（木）～ 2/25（木） 3/1（火） 3/7（月）

社会人入試 3/20（日） 2 2/29（月）～ 3/4（金） 3/21（月） 3/25（金）

（1）選抜区分別志願者数・合格者数（2015年度）

選抜区分
募集
定員
（A）

志願者数 受験者数 合格者数 志願倍率 受験倍率 合格倍率

総数
（B)

現役数 総数
（C)

現役数 総数
（D)

現役数
(B/A） (C/A） (C/D）

女子数 女子数 女子数

推薦 35 92
82

91
81

33
30

2.63 2.6 2.76
23 23 6

一般前期 35 139
116

138
115

52
48

3.97 3.94 2.65
38 38 18

一般後期 8 25
18

25
18

16
13

3.13 3.13 1.56
5 5 4

社会人 2 0 0 0 0 0 0 ︲ ︲ ︲

計 80 256
216

254
214

101
91

3.2 3.18 2.51
66 66 28

（2）合格者の試験成績（2015年度）
●推薦入試合格者の筆記試験成績（基礎学力検査）

入試区分
基礎学力検査（数学I）（100点）
最高点 最低点 平均点

推薦 77 50 62.4

※推薦入試は、筆記試験（基礎学力検査）・調査書・面接試験の
　総合評価により合否を決定。
※面接・調査書評価は非公開。

●一般入試合格者の試験成績

入試区分 最高点 最低点 平均点

一般前期 194 120 144.0

一般後期 190 107 134.2

※一般入試は、筆記試験・調査書・面接試験の総合評価により
　合否を決定。
※面接・調査書評価は非公開。

会長 : 柴田 佳祐
奈良県立医科大学附属病院　勤務

蔭山　勝弘
宇都　文昭
小川　利政
加藤　久典
武下　正憲

青笹　正夫
坂本　豪信
中島　俊文
山田　淳子
長野　宣道

大変お世話になりました。
先生方の更なるご活躍を
お祈り申し上げます。

詳細については、本学ホームページにて公開中
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OPEN CAMPUS 2015
第1回 オープンキャンパス
沢山の方々に参加頂けました。

2015 年度第１回オープンキャンパスを 6 月 7 日（日）に本学
１号館にて開催いたしました。天候にも恵まれ、事前予約数を
はるかに上回る大勢の方にご来場いただき、大変盛況な会とな
りました。大学の概要を知っていただく大学説明会から始まり、
ミニ講義、施設案内、個別相談、パネル展示、在学生との団らん
会、阪神タイガースの観戦チケットが当たるラッキーくじと盛
りだくさんのイベントで参加者をお迎えしました。とりわけ、
最先端の医療機器に触れることができる「実習体験コーナー」と
物療生とフランクに会話できる「在学生との団らん会」は混雑に
なるほどの人気イベントとなり、参加者の方々からも「楽しかっ
た」「先生との距離が近くて良い」と嬉しいご感想をいただきま
した。また、多くのイベントに物療生もスタッフに入ることで、
参加者の方々は学生の生の声を聴くことができ、より本学のこ
とを知っていただけた様子でした。お迎えする学生スタッフも

「自分たちの物療大学を紹介できて嬉しい」と誇らしげにスタッ
フになった感想を語っていました。第 3 回オープンキャンパス
は 7 月 19 日（日）開催予定です。第 1 回、第 2 回にご参加いただ
いた方、また、ご都合が合わずご参加いただけなかった方にも、
また新しい大阪物療大学を発見していただける催しになってお
ります。皆様のふるってのご参加お待ちしております。

学生スタッフ : 吉岡 良真※イベント内容については、変更となる場合もございます。ご了承下さい。

※ JR 鳳駅からは送迎バスがございます。

大阪物療大学の
雰囲気を知ってほしいな。

ぜひ来てね !

開催時間
10：00 〜 13：30

（9：30 受付開始）

開催場所
本学 1 号館

イベント内容
・大学説明会
・実習体験
・ミニ講義
・個別相談
・在学生との団らん会
・ポスター展示　etc.

開催時間
10：00 〜 13：30

（9：30 受付開始）

開催場所
本学 4 号館

イベント内容
・入試対策セミナー
・在学生との団らん会
・個別相談

7/19（SUN） 8/23（SUN）
屋台もアリ

今後の OPEN CAMPUS スケジュール

学長挨拶 実習体験ブース 教員紹介パネル展示 実習体験ブース

在学生と団らん会

ミニ講義解剖学体験ブース

ご予約、
詳しい情報は
こちら !


